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   A CASE OF SYNCHRONOUS IPSILATERAL RENAL 
CELL CARCINOMA AND TRANSITIONAL CELL CARCINOMA
Akira Tsujimura, Shiro Takahara and Takuo Koide 
      From the Department of Urology, Osaka University
   A case of synchronous ipsilateral renal cell carcinoma with renal pelvic and ureteral traasitional 
cell carcinoma is reported. 
   A 80-year-old man, who had had transurethral resection of bladder tumor three times, was 
admitted on August, 1989 for recurrence of bladder tumor. Excretory pyelography revealed a 
filling defect of left renal pelvis. Findings of retrograde pyelography and computed tomography 
were in accord with those of the excretory urograms.  Under a diagnosis of the left renal pelvic 
and ureteral tumor associated with the bladder tumor, left nephroureterectomy with bladdercuff 
resection was performed. Pathological diagnosis was renal pelvic and ureteral transitional cell 
carcinoma with renal cell carcinoma, which existed incidentally in the same kidney. 
   Double unrelated primary carcinoma in urinary tract, especially, double dissimilar primary 
carcinoma in the same kidney, is rare. To our knowledge, this case is the 20th double cancer in 
upper urinary tract reported in Japan.
(Acta Urol. Jpn. 37: 1303-1306, 1991)














既往 歴:24歳,肺 結 核 を 指 摘 され,40歳 頃,ア メ ー
バ赤痢に罹患 した.
現病歴:患者は1986年に膀胱腫瘍を認めて以来,再
発 を 繰 り返 し,こ れ まで に3度TUR-BTを 施 行 さ
れ て い た.い ず れ も組 織 学 的 に は,lowstage,10w
gradeの移 行上 皮 癌 で あ った.経 過 観 察 中,1989年
6月 顕 微 鏡 的 血 尿が 生 じ,膀 胱 鏡 に て膀 胱 腫 瘍 の再 発
を認 め た た め,同 年8月4日 当科 に入 院 とな った.
入 院 時 現 症:身 長158cm,体 重50kg,血 圧163/
80mmHg,脈 拍56回整,胸 腹 部 等 に異 常 は 認 め な か
った.
艦現:国 立大阪病院
入 院 時 検 査 所 見:末 梢 血 所 見,肝 機 能,血 清 電 解 質
に は異 常を 認 め な か った.腎 機 能lBUN25mg/dl,
crl.4mg/dl尿所 見:黄 色 透 明,PH6.o,蛋 白陰 性,
糖 陰性,尿 沈 渣 で は,赤 血 球 ・多数/hpf,白血 球 ・5-
4-5-5/hpfであ った.尿 細 胞 診 は陰 性 で あ った.
X線 学的 検 査:排 泄 性 腎 孟 造影20分像 で は,右 腎 に
前 回,前 々 回 のTUR-BTの 搬 痕 に よ る と思 わ れ る
高 度 の水 腎 症 を 認 め,左 腎 に も軽 度 の水 腎症 と,腎 孟
内に不 整 な 陰影 欠 損 を 認 め た(Fig・1).同 年8月9
日TUR-BTを 施行 し,同 時 に 右 尿管 にD-Jス テ

























部 より近位7cmの 位置 に乳頭 状の腫瘍を認めた.
また腎下極実質部に直径7mmの 円形,黄 白色の内
部壊死状の腫瘍を認めた(Fig・2).











































































































































































































55π 〃 〃(")異 時 右腎部分切除 と左腎尿管全摘
(自家腎移植)
56〃 〃 〃(尿 管)同 時 右腎摘と左尿管部分切除




















の重 複 であ り,残 る2例 は,Wilmstumorお よび
rhabdomyosarcomaとtransitionalcellcarcino・
maと の 重複 で あ る.術 前 診 断 は むず か し く,術 前 に
重 複 悪 性 腫 瘍 の診 断 を得 て いた もの は3例 のみ で あ り,
そ れ らは まず 排 泄 性 腎 孟 造 影 で 腎 孟 あ る い は尿 管 腫 瘍
と診 断 され た 後,2例 は腎 動 脈 撮影,i例 はCT・Ga
シ ンチで 腎 腫 瘍 と診 断 され て い る.自 験 例 は,術 後,
CT検 査 な どを 詳細 に再 検 討 して も腎腫 瘍 を疑 わ せ る
所 見 を 認 め ず,術 前 診 断 は 困難 と思 われ た.
他 方,一 側 腎 と対 側 腎孟 尿 管 の 重 複 悪性 腫 瘍 臨 床 例
は,過 去 に4例 の報 告 が あ る(Table2).組織 学 的
に は 全 例renalcellcarcinomaとtransitional
cellcarcinomaの重 複 で あ る.治 療 法 に つ い て は統
一 した 方 針 が 立 って い な い が ,McDonaldandKon-
nak12)は,一般 に腎 細 胞 癌 の方 が 腎 孟 尿 管 移 行 上 皮
癌 よ り悪 性 度 が 高 い こ とが多 く,腎 細 胞 癌 側を 腎 摘 除
す べ きだ と して い る.な お,対 側 例4例 に対 し同側 例
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